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問　環境推進課（☎︎62-1017）　 　1007061

問　環境推進課（☎︎62-1017）　 　1007264

グリーンカーテンコンテスト

駆除活動を実施します

オオキンケイギクとは

見つけた場合の駆除方法

　花は直径5～7㎝でコスモスに似ており、葉は細長いへら状で両面に毛が生えて
いるのが特徴です。5～7月に道路沿いや河川敷で見かけられます。しかし、きれ
いな花だからといって自宅の庭や花壇に植えることはできません。日本の生態系
に重大な影響を及ぼす恐れがある「特定外来生物」に指定され、栽培などが禁止
されています。

▪家庭部門
対　市内在住の人（1世帯1回/年）
申　5月30日㈮までに、参加登録用紙（環境推進課・各市民センター・各生涯学習センタ
　　ーで配布、市 でダウンロード）を （24-3481）、 （kankyo@city.kariya.lg.jp）、
　　郵送または直接、環境推進課（〒448-8501　刈谷市役所）へ。
※QRでも申込可
※実績報告が必要です。実績報告については、申込後に案内します。
副賞　▶︎最優秀賞…商品券20,000円分　▶︎優秀賞…図書カード5,000円分
　　　▶︎アパート・マンションでがんばったで賞…図書カード5,000円分
　　　▶︎努力賞…図書カード1,000円分
他　•希望者に種、ネット、作り方マニュアルを配布します。
　　•11月の環境講演会で表彰式を行います。
　　•実績報告書と一緒にアンケートを提出した人には、環境に優しい生活用品をプレゼ
　　　ントします（先着順）。
▪事業所部門
対　市内の事業所または団体
申　8月1日㈮から9月5日㈮までに、応募用紙（環境推進課で配布、市 でダウンロード）
　　と写真を （kankyo@city.kariya.lg.jp）、郵送または直接、環境推進課（〒448-
　　8501　刈谷市役所）へ。
※QRでも申込可　※メールの場合は、本文と写真含め5MB以内
副賞　最優秀賞、優秀賞の事業所にはパネルを授与
他　11月の環境講演会で表彰式を行います。

時　5月10日㈯　9時～11時（予備日5月17日㈯）　
場　発杭川周辺（集合は西境町富士見13）
持　動きやすい服装、タオル、飲み物
定　70人　※申込多数の場合は抽選し、結果は全員に通知します。
申　4月23日㈬（必着）までに、オオキンケイギク駆除希望、代表者の郵便番号・
　　住所、　参加者全員の氏名（フリガナ）・年齢、代表者の電話番号・メール
　　アドレス、参加可能日をQR、ハガキ、 （24-3481)、 （kankyo@city.
　　kariya.lg.jp）または直接、環境推進課（〒448-8501　刈谷市役所）へ。

　種子を落とさないよう注意しながら根こそぎ抜き取り、袋に詰めて口を縛り、枯
らしてから燃えるごみとして出してください。

オオキンケイギクを駆除しましょう

▲家庭部門 ▲事業所部門
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▪介護に関する入門的研修　 　1007814
時　▶︎基礎講座…7月5日㈯　9時30分～12時30分
　　▶︎入門講座…7月12日㈯・19日㈯・26日㈯　9時30分～16時30分
※全日程を受講できる人優先。一部の受講を希望する人は長寿課へ。
場　社会教育センター
内　介護に関する基本的な知識や介護業務に携わる上で知っておくべき基本的な技術を学びます。
※全4回の研修修了者は、介護職員初任者研修課程の一部が免除される場合があります。
対　市内在住、在勤または在学の人　定　30人（先着順）
申　4月18日㈮から5月16日㈮までに、申込用紙（長寿課・各市民センター・各図書館などで配
　　布、市 でダウンロード）を直接、長寿課（〒448-8501　刈谷市役所）へ。
※QRでも申込可　※受講決定者には後日郵送で連絡します。

▪介護職員初任者研修費補助金（個人向け）　 　1010343
　介護職員初任者研修は受講条件が無く、修了すると、訪問介護員（ヘルパー）や介護職員として従事することが
できます。介護職員初任者研修を修了することで、介護の専門的な知識を習得し、介護スキルを身につけることが
できます。
対　市内在住の介護職非従事者で、新たに市内介護事業所に勤務する意思のある人
補助金額　研修受講費用の2分の1（上限50,000円）
申　受講する介護職員初任者研修の申込期限までに、申請書（長寿課で配布、市 でダウンロード）を郵送または直接、
　　長寿課（〒448-8501　刈谷市役所）へ。

問　子育て支援課（☎︎23-8877）　 　1020081

問　長寿課（☎︎62-1013）

不妊治療費の助成対象の拡大

介護に関する研修・研修費補助制度

対　次の全てを満たす人
　　▶︎不妊治療を受けた日において夫婦の双方または一方が市内在住
　　※事実婚の場合、刈谷市の同一住所であること
　　▶︎医療機関において不妊治療が必要と認められている
　　▶︎医療保険各法による被保険者または被扶養者
　　▶︎治療開始時の妻の年齢が43歳未満（生殖補助医療等のみ）

申　治療の最終日から1年を経過した日の属する月の末日までに、 LINEまたは電話で予約の上、必要書類を直接、保
　　健センターへ。

対象治療 対象期間 助成額

一般不妊
治療等

不妊検査、タイミング法、人工授精
など（保険適用分）

令和7年3月1日以降
で、開始日から12カ
月間の治療費

自己負担額の2分の1（上限10万円、
1,000円未満は切り捨て）

生殖補助
医療等

体外受精、顕微授精、男性不妊手術
などの生殖補助医療（保険適用分）
と併せて実施する先進医療

令和7年4月1日以降
の治療費

自己負担額の2分の1（1回の治療に
つき上限10万円、1,000円未満は切
り捨て）
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